
溶接と機械加工を含む
精密構造物の短納期化と低コスト化の実現

平成25年度

導入したマシニングセンタ

　設備機械が古くなってきているこ
ともあり、新しい機械の購入検討に
入っていたが、大型の機械であるた
め、価格面でも踏み切れずにいた。
導入を検討中に銀行からこの事業の

情報を得て、過去の採択された企
業を見ると同業者や知っている企業
も何社かあったため、チャレンジす
ることを決め事業計画に至った。

　当社は溶接・板金加工・機械加
工の３つを強み３本柱として、社内
一貫体制を敷いている。特に、溶接
したものを機械加工する製品の受注
が多く、最近はお客様のニーズとし
て大型の機械加工が増えてきている
が、現在の設備機器では限界があり、
特に長さのある製品についてはお断
りしている状態であった。また、機
械加工用の既存の機械は、決まっ
た顧客向けに段取りが組まれており、

他社製品に対応するには、バイスを
組み直すのに時間がかかることから、
一定の顧客専用となっている状態で
あった。
　新規導入した機械は、テーブル上
にバイスがない状態であるため、新
規受注品に対して、すみやかに対応
でき時間短縮につながる。大型製
品にも対応可能になったことと、新
たに専属の人材を育成することで新
規雇用にも寄与する。

事業の背景・目的

事業内容
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大きい製品の加工も可能になり、受注の幅が広がった。

・板金加工と機械加工の融合
・溶接、機械加工を社内にて
　一貫加工
・パイプ・丸棒の機械加工、
　曲げ加工
・多品種少量生産に対応

　大型製品、長い製品にも対応可
能になり、受注の幅が広がりつつあ
る。これまでは人の手で持てる範囲
のものしか加工ができなかったが、
新機械導入で、クレーンでつらない
と持てないような大きい製品も加工
し始めている。当社の強みである、
多品種少量生産の納期短縮・ 低コ
スト対応も実現している。

　地域人材の雇用に寄与するという
点においては、当初予定していた経
験者がいなかったため、未経験者の
人材育成からはじめることとなり、
稼働時間が予定どおりに至っていな
い。品質向上・信頼性確保のため
にも、人材育成が課題となっている。

事業の成果

　計画した、大型受注を目指し、
顧客数を増やしていく。そのために
は、商談会等にも積極的に参加して
いく予定である。

　溶接と機械加工を社内で一貫して
行えるという強みを活かしながら、
営業活動していく。

今後の展望
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